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当協会の業務運営につきましては、日頃からビ支援、ご協力を頂きお礼申し上げます。

さて、標記のことについて、農林水産省消費・安全局長より通知がありまLたのでお知

らせします。
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社団法人日本動物用医薬品協会理事長殿

口蹄疫に関する防疫対策の強化について

このことにっいて、別添のとおり各都道府県知事宛て通知いたしましたので、御了知の

上、円滑な防疫対策の実施につき御協力方お願いいたします。

また、貴職におかれましては、家畜防疫の重要性を十分に御理解の上、傘下会員各位等

に対し周知されますとともに、適切な対応がなされるよう御指導方よろしくお願いいたし

ます。

側
23消安第6020号

平成24年3月2日

農林水産省消費・

'、男、
^

叉砂y

信噂
側
山
一

f
都
静
一
語
.

.
 
r
 
・
ニ

」
 
1

局全安



都道府県知.事殿

口蹄疫に関する防疫対策の強化について

口蹄疫に係る防疫対策については、我が国の近隣諸国における口蹄疫の発生を受け、

その都度、家畜伝染病予防法(昭和26年法律第166号。以下「家伝法」という。).第訟

条の2第2'項及び口蹄疫に関する特定家畜伝染病防疫指針(平成23年10月1日農林水

産大臣公表。以下「防疫指針」という。)第2の1の(1)の規定に基づき、通知を

発出し、畜産関係者等ヘの注意喚起及び飼養衛生管理基準の遵守の徹底等を御指導い

ただくようぉ願いしているところです。

近隣諸国における口蹄疫の発生状況については、台湾や中国において本年も引き続

き発生が認められています.(台湾の直近の発生は2月8日、中国の直近の発生は2月

21田。また、韓国においては、全土の牛、豚等に対しワクチン接種が実施されてお

リ、ワクチンは感染を完全に防ぐことが難しいことから、我が国の周辺状況に鑑みる

と、口蹄疫ウイルスの侵入リ.スクは依然高い状況であると考えられます。

下方、我が国においては、これまで春期(平成12年3月及び平成22年4月)に初発

事例が確認されており、今後、一層口蹄疫に対する危機意識を高める必要があります。

各都道府県におかれては、・防疫指針により口蹄疫の防疫対策を進められ、また、本

年1月30日から2月3日までの聞にば、口蹄疫に関する防疫演習も実施されましたが、

今回の防疫演習の結果に基づき、防疫上の課題や問題点の解析を進めるとともに、問

題点については、その早急な改善が必要です。

つきまじては、春期を迎えるに際し、我が国における口蹄疫の発生を未然に防ぐた

め、特に下記の事項に留意の上、口蹄疫の発生予防措置の徹底及び監視体制の強化に

万全を期するようぉ願いいたします。
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23消安第6σ20号

平成24年3月2日

農林水産省.消費・安全局長

1 牛及び豚等の飼養農場における飼養衛生管理の確認及び指導の徹底について

家畜防疫員はイ牛及び豚の大規模所有者(家畜伝染病予防法施行規則(昭和26年

農林省令第35号)第21条の2第8号に規定する大規模所有者をいう。)の農場(1
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家畜保健衛生所当たり畜種ごとに30以上の農場(農場数が30未満の畜種にあっては、

当該畜種の全ての農場)とする。)及び都道府県が必要と考える牛及び豚以外の家

畜(水牛、'鹿、めん羊、山羊及びいのしし)の飼養農場(農場数は任意と・する。)

に立ち入り、飼養衛生管理基準の遵守状況を確認し、適切な指導をすること。また、

指導の実施状況にっいて、農林水産省消費・安全局動物衛生課(以下「動物衛生課〕

という。)に様式1により報告すること。(詳細な確認及び報告の方法は、呂1絲氏1

のと船りとする。)

なお、本立入検査をもって口蹄疫に関する特定家畜伝染病防疫指針(平成23年10

月1日農林水産大臣公表。'以下「防疫指針」.,という。)第2の 2の(2)の①の立

入検査に代えるととができるが、本立入検査の対象以外の農場についても、引き続

き、各都道府県ごとに計画的に立入検査を進めること。

2 自蹄疫に関する研修会の開催等について

牛及び豚等の所有者、市町村、関係機関、関係団体及び畜産関連業者に加え、可

能な限り、中国、台湾、韓国等の口蹄疫発生国からの入国者が訪れる可能陛の高い

ホテル、ゴルフ場等の施設を対象に、口蹄疫に関する研修会,(講習会その他これに

類するものを含む。以下同じ。)を開催し、近隣諸国における口蹄疫の発生状況に

関する情報を提供するとともに、これまで農林水産省が発出した通知、飼養衛生管

理基準のパンフレット、「口蹄疫に関する防疫作業マニュアノレ」(平成23年10月1

日付け鈴消安第34船号農林水産省消費・安全局動物衛生課長通知).等を活用し、と

れらの者の口蹄疫の防疫及び飼養衛生管理基準の遵守に係る意識の向上を図り、農

場等におけ,る消毒を徹底するよう指導すること。この際、上記1の各農場の飼養衛

生管理の確認が済んでいる場合は、その結果を踏まえた指導を行うほか、優良事例

があれぱ、それについても紹介し、地域の飼養衛生管理に関する意識の向上を図る

こと。

また、本研修会の開催状況及び予定にっいては、様式2により平成24年6月29日

(金)までに動物衛生課担当者宛て(kokunai_boeki@nm.ma丘.go.jp)に電子メー

ルにより提出すること。

3 早期通報の再徹底について

家畜の所有者や獣医師等に対,して、家伝法第13条の2第1項の症状の具体的な内

容にっいて周知徹底するとともに、当該症状を呈している家畜を発見したときは、

遅滞なく、当該家畜又はその死体の所在地を管轄する家畜保健衛生所に通報するよ

う改めて指導を徹底するとと。

4 的確な初動対応の徹底及び連携体制の再確認について

都道府県が家畜の所有者や獣医師等から上記3,の通報を受けた場合には、遅滞な



く、防疫指針第3の規定に基づく対応を的確に行うよう徹底するとと。また、'万が

ーの口蹄疫の発生時に備え、防疫指針第2の2の(9)の規定に基づく市町村、関

係機関及び関係団体との連携体制の整備について改めて確認すること。

5 口蹄疫に関する情報の共有について
.、

農林水産省から提供された口蹄疫に関する種々の情報については、必要に応じ、

広く関係者に周知すること。'特に、生産現場における防疫対応等に有用と考えられ

るものとして動物衛生課が指定した情報については、確実かつ迅速に家畜の所有者、

市町村、'関係機関及び関係団体等に周知すること

/
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牛及び豚等の飼養農場における飼養衛生管理基準の遵守状況の確認及び報告

並びに指導の徹底について

1 目的

牛及び豚等の飼養農場における飼養衛生管理基準の遵守状況を確認し、報告する

とともに、適切な飼養管理を指導することにより、口蹄疫等家畜の伝染性疾病の発

生の予防に万全を期する。

2 対象農場

牛及び豚の大規模所有者の農場(1家畜保健衛生所当たり畜種ごとに30以上の農

場(農場数が30未満の畜種にあっては、当該畜種の全ての農場)とする。)及び都

道府県が必要と考える牛及び豚以外の家畜(水牛、鹿、めん羊、山羊及びいのし.し)

の飼養農場(農場数は任意と司、る。)を対象とする。

なお、農場の選定については、とれまでの立入検査の結果、'.飼養衛生管理に問題

があった農場等を優先とするごと。

また、平成23年12月1日以降に既に飼養衛生管理基準の遵守状況の確認を行って

おり、その結果、指導不要又は改善済みである場合には、当該確認の結果の報告を

もって、これに代えることができるが、可,能な限り未確認の農場を訪問し、確認す

ること。

偶嚇氏1)

3 確認の方法

別添の飼養衛生管理基準チェッ・クシートを活用し、家畜防疫員が各農場を訪問し

て飼養衛生管理基準の遵守状況を確認するとともに、指導の徹底を図ること。なお、

複数名による確認が必要な場合には、そのうちの少なくとも1名は家畜防疫員とし、

残りの者は家畜防疫員が適当と認める者(都道府県及び市町村の畜産関係職員、家

畜共済の獣医師等)として差し支えない。また、飼養衛生管理に関する指導を行っ

た場合には、後日、その改善状況を確認すること。

なお、本立入検査をもって、防疫指針第2の2の(2)の①の立入検査とみなす

ことができる。、

4 報告の方法

様式2.による飼養衛生管理状況の確認結・果報告書を作成し、動物衛生課担当者宛

て(kok"n証_booki@om.moff.go.jp)に電子メールにより提出,、ること。
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5 報告の期限

平成24年6月29日

6 その他

(1)上記4により.提出された飼養衛生管理状況の確認結果報告書にっいては、動物

衛生課において都道府県別に取りまとめ、個々の農場が特定されないように配慮

した上で、公表する。

(2)指導及び助言に対する改善が認められない農場に対しては、家伝法第12条の5

の規定による指導及び助言(既に同条の規定による指導及び助言を行っている場

合には、家伝法第12条の6第1項の規定による勧告)'等を検討するとと。

(金)



(都道府県名)

牛

(成牛)

200頭以上

農場数
(①十②十③)

200頭朱満

牛
(育成牛)

3,000頭以上

①何らかの指導を行った農場数(※1)

3.000頭未満

豚

うち、改善済

3,000頭以上

銅姜衛生管理基準の遵守状況の確認結果殺告書

3.000頭未満

うち、改善指導中

水牛

②指導が
不要だコた農場
数

鹿

、、
めん羊

③今回の報告対
象外の農場数
(※の

'

山羊

(※D改善指違の内容
具休的な指導の内客及ぴ戸数を列拳して下さい。改善済みの項目は0、改善
指導中の項目は.など、分かるように記載して下さい。

計 0 0 0

(注意)

・昨年1?月,日以降、別柔チエッウシートによりその遵守状況を既に確謡している場合には、モの結果を活用するこしほ可能。

いのしし

(※2)今回の報告対象外の農場の調査実焦時期
巡回指導の予定時期を記載してください.

゛、

(単位:戸)

0 0

、
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1.これまでの開催状況

開催年月日

口蹄疫に関する研修会の開催状況

参加者(機関・'団体名等)

2.今後の開催予定

開催予定年月日 参加予定者(機関・団体名等)

内容

※平成23年度以降の実績を記載すること。

内容



飼養備生管理基準ーチェックシート

(牛・水牛・鹿・防ん羊・山羊用)

1.家畜防疫に関する景新情報の把握

自らが飼養する家畜が感染する伝染性疾病の発生.の予防及びまん延防止

に関する情報を把握している。

2.衛生管理区域の設定
衛生管理区域を設定し衛生管理区域以外との境界が分かるようになって

いる。

3.衛生管理区域ヘの病原体の持込み防止

(1)衛生管理区域の出入口に立て看板などを設置し、

を制限している。

(2)衛生・管理区域に入る車両の消毒を行っている。

(3)衛生管理区域及び畜舎に立ち入る者に手指及び靴の消毒.(手指につ

いては洗浄又は消毒)を行わせている。

(4)同日に畜産関係施設に立ち入った者及び過去 1 週間以内に海外から

入国した者は、衛生管理区域に立ち入らせないようにしている。

※家畜防疫員、獣医師、飼料運搬業者等の畜産関係者は除く。

口

(5)他の畜産関係施設で使用した物品等で飼養する家畜に直接接触する

物を衛生管理区域に持ち込む場合には、洗浄又は消毒をしている。

(6)過去4 か月以内に海外で使用した衣服や靴は衛生管理区域に持ち込

まないようにし'てい'る。

レ欄

4.野生動物等からの病原体.の感染防止

(1).給餌設備や給水設,備に野生動物等の排せつ物が混入しない.ようにし

ている。

(2)飲用に適した水を給与している。

5.衛生管理区域の衛生状態の確保

レ欄

、,

口

口

口

部外者の立ち入り

(1)衛生管理区域内の施設及び器具を定期的に清掃するとともに、家畜

の体液(生乳を除く。)が付着した物品を使用す,る際には、 1 頭ごと

に交換又は消毒をしている。

レ欄

口

(2 )空になった畜房やハッチの清掃及び消毒をしている。

(3)過密な状態で家畜を飼養していない。

レ欄

口

口

、口

口

口

口

レ欄

口

'口
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6.家畜の健康観察と.異状が確認された場合の対処
(1)特定症状を確認した場合には、直ちに家畜保健衛生所ヘ通報するこ

ととしている。また、その際には家畜はもとより畜産物や排せっ物の

移動は行わないこととしている。

(2)特定症状以外の異状を確認した場合には.、,直ちに獣医師の診療を受

けることとしている。また、監視伝染病であることが確認され、た場合

には一家畜保健衛生所の指導に従うこととしている。

(3)毎日、健康観察をしている。

(4)家畜を導入するときは、健康な家畜を導入してぃる。また、一定期

間、導入家畜と他の家畜を接触させないようにしてぃる。

(5)家畜を出荷するときは、家畜に付着した排せっ物等の汚れを取り除

き、健康状態を確認している。

フ..埋まnの準備

埋却のための土地の確保(成牛 1 頭当たりおおむね5所)、焼却又.は化製
のための準備をしている。

8.感染ルートの早期特定のた防の記録の作成及び保管
衛生管理・区域に立ち入った者、家畜の導入

記録を作成し保存している。

9 .

(1・)担当の獣医師又は診療施設を定めている。

大規模農場に関する追加措置

(2)特定症状を確認した場合の家畜保健衛生所ヘの通報ルールを定め、

従業員に周知している。

その他確認及び指導事項(チェ・ケが鐸い.ムであっても
^

レ欄

には力

衛生管理区域専用の衣服及び靴を設置し、これらを使用している。

口

レ.欄

口

ン

,口

しオ'い

出荷、健康観察等に関する

口

口

口

゛

レ欄

口

レ欄

口

レ欄

口

口

ヒ'首
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飼養衛生管理基準チェックシート

(豚・いのしし用)

.

自らが飼養する家畜が感染する伝染性疾病の発生の予防及びまん延防止

に関する情報を把握している。

家畜防疫に関す.る最新情報.の把握

2.衛生管理区域の設定
衛生管理区域を設定し衛生管理区域以外との境界が分かるようになって

いる。

3.衛生管理区域ヘの病原体の持込み防止
(1)衛生管理区域の出入口に立て看板などを設置し、

を制限している。

(2)衛生管理区域に入る車両の消毒を行っている。

(3)衛生管理区域及び畜舎に立ち入る者に手指及び靴の消毒(手指につ

いては洗浄又は消毒)を行.わせている。

(4)衛生管理区域、専用の衣服及び靴を設置し、これらを使用している。

(5)同日に畜産関係施設に立ち入った者及び過去 1 週間以内に海外から

入国した者は、衛生管理区域に立ち入らせないようにしている。

※家畜防疫員、獣医師、飼料運搬業者等の畜産関係者は除く。

(6)他の畜産関係施設で使用した物品等で飼養する家畜に直接接触する

物を衛生管理区域に持ち込む場合には、洗浄又は消毒をしている。

(フ)過去4 か月以内に海外で使用した衣服や靴は衛生管理区域に持ち込

まないようにしている。

(8)食品循環資源を飼料とする場合には、事前に加熱等適切に処理され

たものを用いてL入る。

4.野生動物等からの病原体の感染防止
(1)給餌設備や給水設備に野生動物等の排せつ物が混入しないようにし

ている。

(2)飲用に適した水を給与している。

5.衛生管理区域の衛生状態の確保

レ欄

部外者の立ち入り

口

(1)衛生管理区域内の施設及び器具を定期的に.清掃するとともに、家畜

の体液が付着した物品を使用ずる際には、注射針にあっては少なくと

も畜房ごと、人工授精用,器具については 1 頭ごとに交換又は消毒をし

ている。

レ欄

口

('2)空になった畜舎や畜房の清掃及び消毒をしている。

レ欄

(3)過密な状態・で家畜を飼養していない。

口

口

口

口

口

口

口

口

レ欄

口

口

レ欄

口

口

口



1

'

6.家畜の健康観察と異状か確認された場合の対処
(1)特定症状を確認した場合には、直ちに家畜保健衛生所ヘ通報するこ

ととしている。また、その際には家畜はもとより畜産物や排せっ物の
移動は行わないこととしている。

(2)特定症状以外の異状を確・認した場合には,、直ちに獣医師の診療若し
くは指導又は家畜保健衛生所の指導を受けることとしてぃる。また、

監視伝染病であるこ、とが確認された場合には、家畜保健衛生所の指導
に従うこととしている。

(3)毎日、健康観察をしている'

(4)家畜を導入するときは、健康な家.畜を導入している。また、一定期
間、導入家畜と他の家畜を接触させないようにしている。

(5)家畜を出荷するときは、'健康状態を確認してぃる。

7 .

埋却の.ための土地の確保く肥育豚 1 頭当たりおおむね0.9市)、焼却又は
化製のための準備をしている。

埋却の準備

8.感染ルートの早期特定のだ訪の記録の作成及び保管
衛生管理区域に立ち入った者、家畜の導入

記録を作成し保存している。

9.大規模農場に閲する追加措置
(1)担当の獣医師又は診療施設を定めている。

(2)特定症状を確認した場合の家畜保健衛生所ヘの通報ルールを定め、
従業員に周知している。

ノ

レ欄

口

口

出荷、健康観察等に関する

口

口

口

レ欄

口

レ欄

口

レ欄

口

口


